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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
私
的
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
実
態
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
に
、
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
、
全
国
の
公
的
バ
ン
ク
（
「
平
成
十
一
年

度
に
お
け
る
臍
帯
血
移
植
推
進
事
業
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
一
年
六
月
二
日
付
け
健
医
発
第
八
百
四
十
一
の
二
号
厚
生
省
保

さ
い

健
医
療
局
長
通
知
）
に
よ
る
臍
帯
血
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
す
る
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
民
間
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
連
絡
協
議
会
の
幹
事
で
あ
る
株
式
会
社
ス
テ
ム
セ

ル
研
究
所
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
さ
い
帯
血
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
（
以
下
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る

情
報
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
結
果
、
経
営
が
破
綻
し
た
つ
く
ば
ブ
レ
ー
ン
ズ
株
式
会
社
を
含
め
四
社
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
バ
ン
ク
を
把
握
し
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
に
よ
る
さ
い
帯
血
の
採
取
・
保
管
は
い
わ
ゆ
る
再
生
医
療
を
目
的
と

す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
や
、
つ
く
ば
ブ
レ
ー
ン
ズ
株
式
会
社
が
保
管
し
て
い
た
さ
い
帯
血
を
公
的
バ
ン
ク
が
移
植
用
と
し
て

引
き
受
け
る
こ
と
は
品
質
の
保
証
が
で
き
な
い
た
め
困
難
と
の
考
え
を
確
認
し
た
。

同
省
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
前
提
に
、
平
成
二
十
二
年
二
月
を
回
答
期
限
と
し
て
全
国
の
産
科
医
療
機
関
の
う
ち

べ
ん

分
娩
数
の
多
い
六
百
七
十
七
施
設
に
対
し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ
た

一



結
果
、
「
信
頼
性
の
観
点
よ
り
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
会
社
と
契
約
す
る
こ
と
を
控
え
て
い
ま
す
。
」
、
「
貴
重
な
さ
い
帯
血

を
有
効
に
使
わ
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
」
等
の
回
答
を
得
た
が
、
事
前
に
把
握
し
て
い
た
四
社
以
外
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

バ
ン
ク
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
報
告
書
は
取
り
ま
と
め
て
い
な
い
。

同
省
と
し
て
は
、
「
さ
い
帯
血
移
植
の
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
八
月
二
十
六
日
付
け
健
臓
発
〇
八
二

六
〇
〇
一
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課
臓
器
移
植
対
策
室
長
通
知
）
に
よ
り
、
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
等
の
関
係

学
会
等
に
対
し
て
、
さ
い
帯
血
移
植
を
行
う
際
に
は
、
公
的
バ
ン
ク
を
介
さ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
公
的
バ
ン
ク
と
同
等

の
安
全
性
基
準
に
基
づ
き
提
供
さ
れ
た
さ
い
帯
血
を
用
い
て
安
全
か
つ
有
効
に
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
が
、
関
係
学

会
等
に
対
し
て
、
さ
い
帯
血
移
植
を
行
う
際
に
は
、
安
全
か
つ
有
効
に
実
施
す
る
よ
う
重
ね
て
要
請
し
て
い
き
た
い
。

二
の
（
一
）
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
平
成
十
四
年
八
月
十
九
日
付
け
の
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
の
声
明
文
を
受
け
て
、
一
に
つ
い

て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
関
係
学
会
等
に
対
し
て
、
さ
い
帯
血
移
植
を
行
う
際
に
は
、
公
的
バ
ン
ク
を
介
さ
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
公
的
バ
ン
ク
と
同
等
の
安
全
性
基
準
に
基
づ
き
提
供
さ
れ
た
さ
い
帯
血
を
用
い
て
安
全
か
つ
有
効
に
実
施
す
る

よ
う
要
請
し
て
い
る
。

二



ま
た
、
お
尋
ね
の
社
団
法
人
日
本
産
婦
人
科
医
会
母
子
保
健
部
（
当
時
）
の
見
解
と
要
望
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
外
国
に

お
け
る
議
論
の
動
向
等
も
考
慮
し
た
上
で
、
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
つ
く
ば
ブ
レ
ー
ン
ズ
株
式
会
社
の
経
営
破
綻
に
よ
り
同
社
の
契
約
の

相
手
方
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
同
社
が
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
先
の
答
弁
書
（
平
成

二
十
四
年
七
月
十
七
日
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
三
三
一
号
）
五
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
さ
い
帯
血
移
植
が
必
要
な

方
に
対
す
る
さ
い
帯
血
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
公
的
バ
ン
ク
で
安
全
か
つ
有
効
な
さ
い
帯
血
移
植
を
実
施
す
る
た
め
の
安
全

性
基
準
に
基
づ
き
、
全
国
的
に
公
平
か
つ
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
被

害
実
態
の
詳
細
な
調
査
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
の
経
営
破
綻
の
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
は
行
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
外
国
に
お
け
る
議
論
の
動
向
等
も
考
慮
し
た
上
で
、
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

三
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
世
界
保
健
機
関
に
よ
る
共
通
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、今
後
、具
体
的
な
議
論
が
行
わ
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、

三



当
該
共
通
コ
ー
ド
は
、
外
国
へ
の
さ
い
帯
血
の
提
供
等
を
行
う
場
合
に
、
安
全
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
有
用
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
外
国
に
お
け
る
議
論
の
動
向
等
も
考
慮
し
た
上
で
、
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

な
お
、
国
際
輸
血
学
会
が
定
め
た
血
液
事
業
の
共
通
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
さ
い
帯
血
の
管
理
に
本
格
的
に
用

い
て
い
る
公
的
バ
ン
ク
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
三
）
に
つ
い
て

公
的
バ
ン
ク
で
は
、
日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
策
定
し
た
「
さ
い
帯
血
採
取
基
準
書
」
に
基
づ
き
、
さ
い

帯
血
の
採
取
時
に
さ
い
帯
血
が
移
植
又
は
移
植
に
関
す
る
研
究
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
得
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
採
取
時
の
説
明
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
公
的
バ
ン
ク
ご
と
に
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な

再
度
の
同
意
を
得
る
こ
と
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
公
的
バ
ン
ク
に
対
し
て
、
さ
い
帯
血
の
採
取
時
の
説
明
内
容
等
を
考

慮
し
て
、
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
き
た
い
。

三
の
（
四
）
に
つ
い
て

四



御
指
摘
の
人
体
組
織
の
採
取
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
都
道
府
県
等
を
通
じ
医
療
機
関
等
に
対
し
て
、
「
「
臓

器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
の
運
用
に
関
す
る
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
（
平
成
九
年
十
月
八
日
付
け
健
医
発
第
千
三
百

二
十
九
号
厚
生
省
保
健
医
療
局
長
通
知
別
紙
）
に
よ
り
、
「
組
織
の
摘
出
に
当
た
っ
て
は
、
組
織
の
摘
出
に
係
る
遺
族
等
の

承
諾
を
得
る
こ
と
」
や
「
遺
族
等
に
対
し
て
、
摘
出
す
る
組
織
の
種
類
や
そ
の
目
的
等
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
行
っ
た
上

で
、
書
面
に
よ
り
承
諾
を
得
る
こ
と
」
を
要
請
し
、
ま
た
、
日
本
組
織
移
植
学
会
で
は
、
傘
下
の
医
療
機
関
等
に
対
し
て
、

同
学
会
が
作
成
し
た
「
ヒ
ト
組
織
を
利
用
す
る
医
療
行
為
の
倫
理
的
問
題
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
「
ヒ
ト
組
織
を
利

用
す
る
医
療
行
為
の
安
全
性
確
保
・
保
存
・
使
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
省
と
し
て
は
、
現
時
点
で
新
た
な
規
制
が
必
要
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
御
指
摘
の
観
点
も
踏
ま
え

つ
つ
、
外
国
に
お
け
る
議
論
の
動
向
等
も
考
慮
し
た
上
で
、
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

五


